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小特集

　　　　　書評 2
一 日本現 代 史の 立 場か ら一

　　　　高岡裕之

　プ ロ ロ
ーグに よれば ， 中華人 民 共和国の 誕生 を 日中戦争お よび 国共 内戦 とい う二 っ の 「総

力戦」 の 帰結と して 捉 え る本書 の 主 眼は
，

「一九 四九年革命の 必然性 を ， 日中戦争の 開始

以前か ら蓄積 されて きた 社会矛盾 に求 め る通説的 な中国近代 史像」， お よび 中国 社会 にお

ける 「伝統の 規定性や連続性 を何 よ りも重視す る」 「伝統社会連続論」 の 双 方 を批判す る

とこ ろに あ る 。 だ が本書は ，笹川裕史 ・奥村哲 『銃 後の 中国社会』 （岩波書店 ，
2007 年）

と同 様 ， （A）1990 年代 に登 場 した 「戦 時動員体制論」 （総力戦体制論） を意識 し つ つ なさ

れ た 中国史版総 力戦 体制 論で あ り ， また （B）交戦相手 で あ っ た戦時期 日本社会を比較 の対

象 とす る ユ ニ
ー

クな 日中戦争史で もある 。 以 下で は ， 日本現代史研 究の 立場か ら ， これ ら

（A）（B）の 側面 に限定 して ， 若干の コ メ ン トを行 っ て みたい
。

　まず （A）に つ い て で ある が ， 本書で は ， 山之 内靖 ら編 『総力戦 と現代化』（柏書房，1995年）

を参照 しつ つ
，

20 世紀 の 総力戦の
一

般的特 質を 「社会階層 間の 平 準化 （強制 的均 質化）」

に あ る と して い る 。 こ うした理解 は ，山之 内 らの 「戦時動員体制論」 に対す る ， 中国史独

特の 理解で ある よ うに思 われ る 。

　これ ま で 評者は ， 山之 内らの 厂戦時動員体制論」 に批判的な立場か ら，その 問題点を論

じて きた 。 評者の 理 解に よれ ば ， 『総力戦 と現代化』に収め られた 日独米の研 究者 の 論考

は決 して 同
一

で は ない
。 ただ 日本側の 研 究者に共通 して い るの は ， 戦時期 日本 の 「前近代

的」
・「非合理 的」 側面 を強調 して きた 「天 皇制 フ ァ シ ズ ム 」 論に対 する批判で あ り ， それ

に代 わっ て総力戦体制 に よ る社会 の 「現代化」 とその 「戦後体制」
へ の 連続性 を強調する

ス タ ン ス で ある。 山之 内の 議論は それ をい わ ば 20 世紀社会論 と して 敷衍 した もの で
， そ

の ポイ ン トは ，  総力戦体制 は 19世紀的 「階級社会」 （＝近代社会）を戦争遂行の ため機

能主義的に再編成 し ，
「シ ス テ ム 社会」 （現代社会）へ の 移行 を もた らした ，  こ うした総

力戦体制 で あ っ た とい う点で ，
「フ ァ シ ズ ム 」 と 「ニ ュ

ーデ ィ
ール 」 （「福祉国家」）は 同類

で あ り， それ ゆ え 「戦後体制」 （「福祉国家」）の 起点は総力戦体制 に あ る ， とい っ た 点に

あ る 。 山之 内 らの 議論 の 主 眼は ， あ くまで も 「戦 時体制」 と 「戦後体制」 の 連続性 の 指摘

に ある （それゆ え評者 は ，
「戦時動員体制論」 と呼ん で い る）。

　山之内 らの 「戦時動員体制論」 は，大 き くみ れば， 「冷戦」 構造 の 解体 とい う世界史的

転換 を背景 とした現代史像再構成 の 動 きの
一

環で あ るが
， 直接的に は 戦後 日本近現代史研

究の 支配的パ ラダイム で あっ た 「講座派」 マ ル クス 主義 に対 して 提出 されたア ン チ ・テ
ー
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ゼ で あ り， 特殊 日本的な性格を 帯び て い る 。 た とえば ， 『総力戦 と現代化』に は
，

ドイ ツ

の ミヒ ャ エ ル ・プ リン ツ が招 かれ て参加 して い るが
， ドイ ツ で 議論 とな っ た の は ，あ くま

で も 「ナ チ ズ ム 」 と 「近 代」 （ない し 「近代化 」）の 関係 をめ ぐる問題で あっ て ，
「総力戦

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1）

体制」 と 「現代化」 とい う立論 で は ない
。 ま た 「戦時 体制」 と 「戦後体制 」 の 連続性 を

強調す る 「戦時動員体制論」 は ， 本書が描 き出 して い る よ うな ， 総力 戦 に よる国家 ・社会

の 機能麻痺や解体 とい う問題 を捉える視点が ない
。

　本書が提示す る総力戦の 問題 を考え る上 で よ り参考に なる の は ， イ ギ リス の 現代史研 究

者ア
ーサ ー ・マ

ー
ウィ ッ ク の 議論で あ る よ うに 思 わ れ る 。

マ
ー

ウィ ッ クは ，
1970 年 代 か

ら総力 戦に よる社会変動の 歴史的意義を重視 し ，
ヨ ー ロ ッ パ 諸国 にお ける総力戦 の 比 較研

究 を牽引 し て きた。 マ
ー

ウィ ッ ク に よれば，総力戦 は 4 っ の 側面 （dimensi。n ）にお い て

社会変動 をもた らす 。 第 1 は ，
「破壊 と混乱」 の 側面で あ るが ， そ こ に は 「再生 」 「創造」

の 契機 も含まれ る 。 第 2 は体制に対す る 「テ ス ト」 の 側面で あ る 。 総 力戦は戦争遂行 の た

め，参戦諸国の 軍事 ・政治 ・経済 ・社会す べ て の 面 に，巨大 なス トレ ス と緊張を強い る。

この 圧力 に諸制度 を適合 させ る試 みが 不適切で あれ ば，「テ ス ト」 は不 合格 とな り，帝政

ロ シ ア の よ うに 国家は崩壊す る 。 第 3 は ，
「参加」 の 側 面で あ る 。 総力戦 は ， 軍 隊 と 「銃後 」

（domestic　 front ）双 方にお い て ， 従来 ， 社会的・経済的に恵まれ て い ない 集団 （労働者階級 ，

女性 ，
エ ス ニ ッ ク ・マ イ ノ リテ ィな ど）に対 して も戦争 へ の 関与を求め る。

こ うした形 で

の 「参加」 は ，彼 らの社会的交渉力 を強め，彼 らが社会的利益 （social 　 gain）や少 な く

とも新た な 自己 意識や 自尊心 に 目覚め る可能性 をもた らす 。 そ して 第 4 は ， 心理 的側 面で

　 　 2）
ある 。

　本書は 「日本 の よ うに特異 な凝集力 を もち ， 総力 戦に も過 度に適応 し うる社会は ， む し

ろ例 外 的な存在 」 で あ り，
「中国が経験 した事態の 方が ， 世界的 には よ り普遍 性 を もっ て

い た 」 と述 べ るが
， 評者 も同感 で ある 。

こ うした指摘 を 20 世紀にお ける共産主義政権 の

広 が りとあわせ て 考え る上 で は ，総力戦をめ ぐる議論を，よ り厚 み をもっ た もの と して い

く必 要を痛感す る。

　次 に （B）に つ い て で あ るが ， 本書お よび 『銃 後の 中国社会』で 示 され た ， 戦時期 四川

省 にお け る 「基層社会」 の 諸相は ， 日本史研 究者の 想像を は るか に超 えた もの で あ る 。
「過

去の 侵略戦争が もた らした直接の 加害だけで はな く， そ の 戦争に立 ち向か っ た中国の 人 々

1）　 こ うした点を含む 『総力戦 と現代化 』批 判 につ い て は ， 赤澤史朗・高岡裕之 ・大門正克・森武 麿 「総

力 戦体制 を ど うと らえ るか 」， 『年報 日本現代史 第 3 号 総力戦 ・フ ァ シ ズ ム と現代史』 （現代史料

出版社 、1997年）を参照。

2）　Arthur 　 Marwick
，
　ed

，
　Total 　 War 　 and 　 Social 　 Change （London ：Macmillan ，　1988）。

マ ーウィ ッ ク

の 総力戦論に つ い て は，最近発 表 された 石 津朋 之 「総力戦 と社会の 変化
一

ア ーサー ・マ ーウィ ッ ク

の 戦争観を中心 に
一

」，三 宅正樹 ほ か編 『検証 　太平洋戦争 とそ の 戦略 1　総力戦の 時代』（中央公

論新社，2013年〉が行き届 い た整理 を して い る。
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が我 が身に 引き受け ねばな らなか っ た大小 さま ざま な悲劇や 不条理 に つ い て も ， 私た ちは

思い をい たす べ きで は ない か j とい う本書の 提 言 （55 頁） は，戦時期 日本研 究に携 わ る

者に とっ て 極めて 重た く響 く。 同時に本書は ， 日本の 戦時体制を考え る上 で ， 近代 日本社

会が有 した 「特異な凝集力」 の 問題 が決 定的に重要で ある こ とを ， 中国史の側 か ら提示 し

て い る 。 近年の 日本近現代史研究で は，メデ ィ アや知 識人 の 「言説 」 にみ られ る 「近 代性」

が重 視され る
一

方 ，地域社会 と りわ け農村社会 へ の 関心が低下 しつ っ あるが
， 評者は本書

を読んで ， こ うした状況はや は り反省 されね ばな らない と感 じた 。

　 日中 「基 層社会」 の 比較史的研 究は今後の 課題 で あるが ，本書か ら得 られ た知見 を も と

にすれ ば ，
「伝 統社会」 の あ り方 と同時 に ， 近 代国民国家が作 り上 げた地域社会 の 統治シ

ス テ ム の 性格 を見 直す必 要 を感 じる 。 本 書が重視す る徴兵の 問題 につ い て みれ ば，シ ス テ

ム はすで に明治期に完成 して い る 、 そ の 基本 をなすの は ， 選兵作業を担 当す る連隊区司令

部 と，徴兵実務 を担 当す る町村役場 で ある 。 近代 日本 の 地方行政機構 は
， 徴兵 ・徴税 ・教

育 とい う国家の 三 大事業 を遂行 しうる もの と して ， 明治期 を通 じて 整備 された もの で あ っ

た 。

　 しか し 1920年代 に な る と行政 的課題 が増大 し，役場機能の 再編が 問題 とな る。 農業を

は じめ とす る産業 ・経済行政や， 「福祉 」 に 関連す る社会行政な どの 必 要 で ある が ， 結局

の とこ ろ これ らは 町村役場で はな く， それ らを引き受 ける機能別 「村内団体」 が創設
・整

備 され る こ と とな る 。 農業で は農会 ・産 業組合が大きな役割 を持 つ よ うにな り，国民健康

保険制度の 創設 （1938年）に 際 して は 国民健康保険組合が 新設 され る。戦時期 日本 にお

ける地域社会の 「行政能力」 は ， 町村役場に 加 えて これ ら機能別 「村内団体」 の 存在 に よっ

て 担保 され る部分 が 大きい
。 そ して こ うした シ ス テ ム を末 端 で 支 えて い たの が ，部落 ・大

字 な どと呼ばれ る近世以 来の 「ム ラ」 の 社会的結合で あ っ た 。

　こ の よ うな地域社会 ・地域行政の 構造が変容す るの は ， 戦後改革に よる 自治体機能の 拡

充，それ を担保す るた め の 自治体創 出を 目的 とす る 「昭和 の 大合併」 が行われた 1940 年

代後半 〜 1950 年代の こ とで ある。 だ が この 戦後型地方行政 も， 高度経済成長 に よる社 会

変動の 中で動揺 し，
1970 年 代以降， そ の 再 編が 目指 され る よ うに な り

，
2000 年代 の 「平

成の 大合併」 が準備 され るこ ととな る 。 こ うしたプ ロ セ ス は ， 日本 に お ける国家機能 の変
　 　 　 　 　 　 　 　 3）

容 （「社会 国家」 化 ） に照応 した もの で ある と同時に ， 日本社会 の 本格的な工 業化 ・都

市化 （＝農林業の 斜陽化） と連動 した農村社会衰退の 道筋で もある と， 評者 は考えて い る 。

　 こ の よ うに 評者 は，日本の 地域杜会の 変容過程 には ，複数の 要因 とい くつ もの 段 階が あっ

た と考え て い る 。 評者が総力 戦以前 と以後 で
，

「近代」 と 「現代」 を二 分する 「戦 時動員

体制論」 に批判的な理 由 もこ こ に あ る 。 本書が描 く総力戦 に よる 「基層社会」 の 動揺 と変

3）　評者 の 「社会国家」論につ い て は，「「生存」をめぐる国家 と社会一二 〇世紀 日本を中心 として
一

」，

『目本史研究』594号 （2012年）を参照 。
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容 ， 中華人 民共和国に よ る 「基層社会」の 再編 と把握 とい う構図は十分説 得的 なの で あ るが ，

評者 の 関心 か らすれ ば， こ うした変化 と 「革命」 が生 じた 中国の 総力戦期 が，近 現代 中国

の 「基層社会」 史の 中で
， どの よ うな歴史的位置 を占め るの か が知 りたい とこ ろで あ る 。

　 以上 ，本書の 豊富な内容に 比 して ，貧弱か つ 外在的な コ メ ン トに終始 して しま っ たが ，

評者 は 「基層社会」 に視点 を据え た 日中近 現代史 の比 較史 的研 究 が ， 大 きな可能 性 を は ら

ん で い る こ とを実感 して い る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（たかお か　ひ ろゆき ・関西学院大学）
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